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D 77 被服材料の風合い耐久性に関する研究

　　－ドレスシャツ地について一

奈良女子大家政　○辻美佐子　丹羽　雅子

〔(社)日本家政学会

　目的　衣服には着用、動作時に苛酷な変形が加えられ、衣服を構成する布の物性が変化する。ま

た、着用後、衣服の汚れの除去と疲労の緩和のための洗濯によっても布の物性は変化する。これま

で、外衣用布の風合い耐久性を検討してきたが、本研究は、ドレスシャツ地を対象として繰り返し

変形・洗濯による布の基本力学特性の変化、寸法変化を測定し、基本力学特性から風合い値を求め

て風合いの耐久性を明らかにすることを目的とした。

　方法　試料は、既に客観的にその品質が評価されている市販のドレスシャツ地の中から、高品質、

普通、低品質の無地・平織布、計l?種を選んだ。実験は、ke:s-fb5| ）疲労試験機を用い、250gf/C佃

の一定荷重下で繰り返しせん断変形を印加後、商業洗濯による水洗濯を行い（但し、仕上げの糊付

けは行わない）、最終的に１シーズン着用に相当する　2.5x10*回の繰り返し変形と25回の洗濯を行

った。繰り返し変形・洗濯後に寸法変化を記録し、布の基本力学特性をKES･FB計測システムの高感

度条件下で計測し、KN202-DS^'式を用いて基本風合い値（HV）,総合風合い値(THV）を算､出し、風合い

の耐久性を評価する。

　結果　繰り返し変形・洗濯後の布の基本力学特性は、全試料について圧縮レジリエンスの低下、

せん断ヒステリシスの増加が顕著にみられ、これは外衣用布における疲労現象と同傾向で、弾性成

分の現象、繊維間摩擦の増大から、THVの低下すなわち性能劣下が定量的IZ捉えられ、特に細番手

の糸を使用した高品質布の　THVの低下が顕著であった。また、布の寸法安定性は綿布よりも綿/ポ

リエステル混紡布の方が優れている。　　1）丹羽・川端;　繊機誌論文集　29, T171 （1976）

2）川端　季雄;　衣服布地の客観的性能評価法とその応用　p.37（1986）日本繊維機械学会

D 78 芯地の消費性能

　　　　弘前大教育 ○盛　玲子　羽賀敏雄

　目的　芯地は主として表地の保g性のために表地とと≪) に使用され。衣料の副素材に位

置づけられている。芯地の消費性能は古く山田が詳細に述べているＯが，今日に至るまで

家庭洗たくによる消費性能の変化についての研究はあまり多くa ないようで,ある。ここで

は市販の芯地27種類について，10回の洗たく処理を行い，これに伴った消費性能の変化を，

単に水に浸せき処理したものと比較検討した。

　方法　試料には織物，不織布，ニットを用いた。洗たく方法は，家庭用竃% 洗たく機を

用い，ナイロン100％の洗濯ネットに試料布を入れ，浴比Ｉ：30、マルセル石けん0. n，

40°Ｃで５分間,弱水流で洗たくし，この操作を10回繰り返した。水浸せきは, 25・Ｃの水に3

o分間浸せきした。１二≪｀-刄形摩耗試験機, ASTM形保漫性試験機, ブラシ－≪形通気度試験機な

どによって消費性能をan定した。

　結果　収縮率，厚さ，通気度，曲げかたさ，摩粍強度，保温本，強伸度，ヤング率につ

いて，全試料布の性能変化を概観するために平均値の差の検定を行った。未処理試料に対

する変化量の絶対値は水，洗たくのいずれの場合も,各項目とも有意性がみられ，単なる

水浸せきでも変化量が大きいことを示している。数量化理論I類によって解析した結果，

布組織，糸構造，組成，布表面の接着樹脂層の有無が処理に伴った消費性能の変化と関係

があると推察された｡‘

　本研究は昭和62年度文部省科学研轟助金一般研究（C ）によった。

Ｏ山田都一：　繊消誌，14, 319（1973）


